
<1> 

 

フェルマーの最終定理とは、 

 

3 以上の⾃然数ｎについて、Xn＋Yn＝Zn となる⾃然数の 

組 (Ⅹ,Ｙ,Ｚ) は存在しない、という定理のことである。 

 

以下証明。 

 

 

 

 

 

 

X=ｒ   θ 、Y＝ｒ   θ とすると、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自然数ｎ、X、Y、Z だから、０＜   θ＜１、０＜   θ＜１ が成り立つ。  ・・・（０） 

 

ここで、ｒは自然数に成るものとする。 

 

ｎ＝１のとき、 

 

X＋Y＝Z はあり得る。 

 

ｎ＝２のとき、   θ
 

 ＋   θ
 

 ＝１ より、 

 

X2＋Y2＝ｒ2（   θ
 

 ＋   θ
 
）＝ｒ2＝Z2 もあり得る。 
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<2> 

 

ここで、 

 

Xn＋Yn＝ｒn（   θ
 

 ＋   θ
 
）が成立するので、 

 

3 以上の⾃然数ｎについて、 

 

式（０）より、 

   θ
 

 ＋   θ
 
＜１ が成り立つから、 

 

Xn＋Yn＝Zn を満たす Zは 

Zn ＜ｒn となり、自然数ｒnの 0以上 1以下の小数倍になるので Znは自然数に成らない。 

Zが自然数ならば、当然 Znは自然数にならなければならないので、 

 

ゆえに、 

ｒn（   θ
 

 ＋   θ
 
）＝Xn＋Yn＝ Zn＜ｒnとなり、 

 

結論として、 

Xn＋Yn＝Zn となる⾃然数の組(Ⅹ,Ｙ,Ｚ) は存在しない。 

 

 

 

 

以上証明終わり。 
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